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安全運転サポート車の愛称で、対歩行者衝突被害軽減ブレーキやペダル踏み間違い急発進抑制装置を搭載する車。●サポカー

平成20年３月の学習指導要領の改訂により、平成24年度から中学校の第１学年および第２学年の保健体育で武道
が必修となり、柔道・剣道・相撲のうちから１つ履修することになった。本市は全ての中学校が柔道を採用した。

●武道の授業 インターネットで検索したキーワードに連動して、検索結果の最上部に表示される広告。●リスティング広告

質
問　
子
ど
も
た
ち
が
見
守
ら

れ
な
が
ら
過
ご
せ
る
居
場
所
を

つ
く
る
た
め
の
、
地
域
と
連
携

し
た
公
民
館
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
各
市
立
公
民
館
で
は
、

夏
休
み
を
中
心
に
小
学
生
向
け

の
講
座
を
実
施
し
て
お
り
、
科

学
実
験
教
室
な
ど
の
講
座
で
は

地
域
の
人
に
講
師
を
お
願
い
し

て
い
る
。
ま
た
地
域
の
団
体
と

協
力
し
、
伝
統
継
承
教
室
や
地

域
行
事
な
ど
で
世
代
間
交
流
を

図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問　
サ
ポ
カ
ー
や
後
付
け
装

置
に
つ
い
て
の
周
知
と
啓
発
の

取
り
組
み
は
。
ま
た
購
入
に
際

し
、
国
の
補
助
制
度
に
加
え
て

本
市
独
自
に
補
助
す
る
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
サ
ポ
カ
ー

の
乗
車
体
験
や
運
転
適
性
検
査

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の
安
全
運
転

体
験
会
を
平
成
30
年
度
に
１
回
、

令
和
元
年
度
に
３
回
実
施
し
た
。

　
本
市
独
自
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
制
度
の
動
向
や
、

独
自
に
補
助
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
の
実
績
等
を

調
査
研
究
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　
本
市
が
虐
待
を
防
止
す

る
た
め
に
行
っ
て
い
る
対
策
は
。

答
弁　
こ
ど
も
救
援
セ
ン
タ
ー

で
は
関
係
機
関
等
と
連
携
を
図

り
、
虐
待
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

に
、
乳
幼
児
期
の
健
診
未
受
診

者
な
ど
の
虐
待
リ
ス
ク
が
高
い

事
例
に
対
し
て
は
、
家
庭
訪
問

を
実
施
し
、
早
期
の
実
態
把
握

に
努
め
た
上
で
、
子
育
て
Ｓ
Ｏ

Ｓ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
に
つ
な

げ
て
い
る
。
学
校
な
ど
で
も
日

頃
か
ら
子
ど
も
の
様
子
を
観
察

し
、
虐
待
の
疑
い
が
あ
る
場
合

に
は
早
急
に
同
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

質
問　
虐
待
な
ど
で
子
ど
も
の

人
権
が
侵
さ
れ
て
い
る
現
状
を

踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
に
自
身

の
権
利
を
学
ば
せ
る
機
会
を
ど

の
よ
う
に
設
け
て
い
る
の
か
。

答
弁　
各
学
校
で
は
人
権
週
間

や
月
間
等
を
設
け
、
人
権
の
大

切
さ
を
改
め
て
考
え
ら
れ
る
よ

う
、
友
達
の
良
い
と
こ
ろ
に
着

目
さ
せ
る
な
ど
の
学
習
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
親
か
ら
暴

言
等
を
受
け
た
と
感
じ
た
場
合

は
、
信
頼
で
き
る
大

人
に
相
談
す
る
よ
う

周
知
し
て
い
る
。

て
、
高
崎
ま
つ
り
を
９
月
上
旬

に
開
催
し
、
８
月
の
大
花
火
大

会
と
分
離
す
る
考
え
は
。

答
弁　
令
和
元
年
度
ま
で
は
８

月
上
旬
に
高
崎
ま
つ
り
を
開
催

し
て
い
た
が
、
熱
中
症
や
健
康

被
害
の
リ
ス
ク
等
に
鑑
み
、
令

和
４
年
度
は
９
月
上
旬
の
開
催

が
決
定
し
た
。
分
離
開
催
に
つ

い
て
は
、
実
行
委
員
会
な
ど
の

ほ
か
、
多
く
の
関
係
機
関
や
団

体
と
協
議
や
調
整
が

必
要
に
な
る
た
め
、

今
後
、
研
究
し
た
い
。

経
済
対
策
の
動
向
に
注
視
し
な

が
ら
適
切
に
対
応
し
た
い
。

質
問　
お
と
し
よ
り
ぐ
る
り
ん

タ
ク
シ
ー
の
運
行
地
域
の
拡
大

や
運
行
方
法
の
改
善
は
。

答
弁　
本
事
業
は
、
交
通
弱
者

へ
の
足
の
確
保
と
し
て
、
急
傾

斜
地
や
高
齢
化
率
の
高
い
地
域

で
運
行
を
開
始
し
た
。
運
行
地

域
の
拡
大
や
運
行
方
法
の
改
善

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
声
を

参
考
に
、
利
用
状
況

を
分
析
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
や
地
域
の
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
、
生
徒
の
興
味
や
関

心
に
応
じ
て
空
手
道
等
を
加
え

る
こ
と
も
で
き
る
と
示
さ
れ
て

お
り
、
本
市
も
１
校
で
空
手
道

を
取
り
入
れ
て
い
る
。
市
教
育

委
員
会
と
し
て
は
、
導
入
を
希

望
す
る
学
校
へ
の
指

導
者
の
確
保
な
ど
、

相
談
に
応
じ
た
い
。

税
収
基
盤
を
安
定
さ
せ
、
教
育
、

福
祉
、
医
療
な
ど
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
今
回
の
整
備
に
併
せ
、

流
通
セ
ン
タ
ー
運
動
広
場
の
東

側
を
企
業
用
地
と
す
る
が
、
現

行
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
と
駐

車
場
な
ど
を
運
動
広

場
と
し
て
使
用
可
能

と
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅

に
つ
い
て
、
今
後
の
対
策
は
。

答
弁　
一
部
の
市
営
住
宅
で
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
改
修
が

困
難
な
場
合
は
新
た
な
募
集
を

停
止
し
て
い
る
。
１
棟
全
て
が

空
き
家
と
な
っ
た
住
宅
は
、
地

域
の
実
情
や
財
政
状
況
等
を
考

慮
し
つ
つ
解
体
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
必
要
な
改
修
な
ど
を

行
い
、
安
全
で
快
適
な
市
営
住

宅
の
供
給
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
榛
名
湖
の
涼
し
い
環
境

を
生
か
し
、
県
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
需
要
の
多
い
サ
ッ
カ
ー
場

に
改
修
す
る
考
え
は
。
ま
た
、

榛
名
地
域
で
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
は
。

答
弁　
自
然
環
境
を
生
か
す
こ

と
は
一
つ
の
視
点
と
考
え
る
が
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
に
は
県

の
判
断
が
必
要
で
あ
る
。
榛
名

湖
周
辺
に
と
っ
て
何
が
最
適
か
、

関
係
機
関
と
共
に
研
究
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
を
導
入
し
た
令
和
元
年

11
月
か
ら
３
年
９
月
ま
で
の
ア

ク
セ
ス
数
は
、
榛
名
神
社
参
道

が
９
１
５
５
件
、
榛
名
湖
畔
が

１
万
６
５
１
９
件
、

榛
名
公
園
が
９
６
６

０
件
で
あ
る
。

質
問　
人
材
確
保
や
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
な
ど
の
新

た
な
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
中
小
企
業
に
と
っ
て
人

材
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
、
本
年
度
に

は
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
、

中
小
企
業
者
資
格
取
得
支
援
事

業
を
創
設
し
、
人
材
確
保
等
に

資
す
る
事
業
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
Ｉ
Ｔ
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
国
の
支
援
制

度
の
案
内
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
を
継
続
し
つ

つ
、
さ
ら
に
必
要
な
支
援
に
つ

い
て
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
本
市
の
移
住
支
援
施
策

と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
の
魅
力
や
先
進
的

な
取
り
組
み
を
発
信
し
て
移
住

を
促
進
す
る
、
高
崎
市
移
住
定

住
情
報
コ
ー
ナ
ー
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
を
実
施
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
移
住
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況

を
好
機
と
捉
え
、
本
市
の
魅
力

が
よ
り
効
果
的
に
伝

わ
る
よ
う
な
手
法
を

研
究
し
た
い
。

質
問　
豊
岡
新
駅
（
仮
称
）
と

ア
ク
セ
ス
道
路
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　
令
和
３
年
11
月
に
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
新
駅
の
概
略
設
計
に

係
る
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
の

概
略
設
計
の
結
果
を
受
け
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
新
駅
設
置
の
可

否
の
最
終
判
断
を
行
う
こ
と
に

な
る
が
、
設
置
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
新
駅
の
利
便

性
向
上
や
周
辺
道
路
の
渋
滞
緩

和
を
目
的
に
、
新
駅
か
ら
高
崎

質
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

支
援
員
の
確
保
と
処
遇
改
善
へ

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
本
市
に
お
け
る
支
援
員

は
令
和
３
年
度
が
５
７
０
人
で
、

各
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
配
置
基
準

を
満
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
27
年
度
か
ら
国
の
制
度
を
活

用
し
、
勤
務
形
態
に
応
じ
て
一

時
金
を
支
給
す
る
処
遇
改
善
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
30
年
度

か
ら
は
、
勤
務
年
数
や
職
責
、

研
修
の
受
講
状
況
等
に
応
じ
、

質
問　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

任
意
接
種
の
助
成
開
始
年
齢
を

70
歳
へ
引
き
下
げ
る
考
え
は
。

ま
た
、
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
対

象
を
学
年
単
位
に
す
る
考
え
は
。

答
弁　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
対
象
は
65
歳
だ
が
、

経
過
措
置
に
よ
り
70
歳
、
75
歳

の
人
に
も
接
種
機
会
が
あ
る
。

任
意
接
種
の
助
成
開
始
年
齢
を

引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い
が
、

経
過
措
置
の
再
延
長
な
ど
、
国

の
動
向
を
注
視
し
、
研
究
し
た

い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
効
果

を
持
続
す
る
た
め
の
接
種
時
期

や
法
令
に
よ
り
、
学
年
で
区
切

る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
中
学
校
の
武
道
の
授
業

に
空
手
道
を
導
入
で
き
な
い
か
。

答
弁　
学
習
指
導
要
領
で
は
、

質
問　
群
馬
交
響
楽
団
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁　
本
市
で
は
、
県
と
共
に

支
援
す
る
立
場
と
し
て
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
ほ
か
、
高
崎

芸
術
劇
場
の
事
務
所
や
楽
器
庫

な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
無
償
で
提

供
し
て
い
る
。
令
和
３
年
11
月

に
は
、
群
響
改
革
プ
ラ
ン
の
概

要
が
発
表
さ
れ
、
海
外
演
奏
家

の
採
用
や
親
し
み
や
す
い
曲
を

演
奏
す
る
新
た
な
企
画
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
今
後
も
、
文

化
的
に
重
要
な
財
産
と
し
て
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
高
崎
３
５
４
複
合
産
業

団
地
の
整
備
の
目
的
は
。
ま
た
、

市
場
の
南
に
あ
る
流
通
セ
ン
タ

ー
運
動
広
場
の
今
後
の
扱
い
は
。

答
弁　
高
崎
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
産
業
団
地
に
続
き
、

さ
ら
な
る
企
業
の
誘
致
を
図
り
、

経
済
大
学
付
近
の
県
道
ま
で
を

結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道
路
の
都
市
計

画
決
定
に
向
け
、
地
元
説
明
会

を
行
い
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　
熱
中
症
等
の
対
策
と
し

給
与
に
上
乗
せ
す
る
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
処
遇
改
善
事
業
も
実
施

し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で

支
援
員
の
確
保
に
努
め
、
国
の

  熱気を帯びた高崎まつり（平成30年） おとしよりぐるりんタクシー

高た
か
は
し橋 

美み

な

お
奈
雄

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

新
年
度
に
お
け
る
経
済
支
援
施
策

　

移

住

支

援

制

度

根ね
ぎ
し岸 

赴ゆ
き
お夫

（
新
風
会
）

本
市
の
文
化
芸
術
活
動

　
高
崎
３
５
４
複
合
産
業
団
地
の
周
辺
整
備

依よ

だ田 

好よ
し
あ
き明

（
日
本
共
産
党
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

　

交
通
弱
者
へ
の
支
援

谷た
に
が
わ川 

留る

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

取
り
組
み

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

市

営

住

宅

　

榛
名
地
域
の
観
光
振
興

新し
ん
ぼ保 

克か
つ
よ
し佳

（
公
明
党
）

ワ

ク

チ

ン

接

種

　

中
学
校
武
道
の
授
業

時と
き
た田 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
新
風
会
）

豊
岡
新
駅
及
び
都
市
計
画
道
路

　

高

崎

ま

つ

り

小お

の野 

聡さ
と
こ子

（
公
明
党
）

地
域
で
つ
く
る
子
ど
も
の
居
場
所

　

高
齢
運
転
者
の
事
故
防
止
対
策


